
海・山
・川・大平原がおりなす　感動の大地・標津町

しべ つ
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既存する貴重な観光資源を整備して町の活性化を図ろうと、町民有志でつくる
「標津転車台保存会（篠田靜男会長）」が、町の支援や広くインターネットで資金
を募り、8月6日、文化ホール前の公園に展示していたC11型224号機蒸気機関車
を、旧根室標津駅跡地の転車台と接続している引き込み線に移設しました。

この機関車は、根釧原野を駆けめぐった鉄道・標津線に配置され、昭和50年3
月にその使命を終えるまで客貨を併用して活躍していた車両で、同年12月に町
が旧国鉄から貸与を受け展示・保存していたものです。

当日は、鉄道ファンや町民ら100人以上のギャラリーが固唾をのんで見守る
中、クレーン車とトレーラーを利用して、およそ250mを約4時間かけて移動。以
来、連日のように観光客や見物人が訪れています。

10月8日には、終点だった駅跡地に今も残る、車両を人力で方向転換する転車
台に同機関車を乗せ、手回しで転回するイベントが開催される予定です。

大型建設機械を駆使し、SLが待望の移動
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児童・生徒が全道・全国の体育大会で健闘!!

陸　上

　今年度、根室管内などで行われたスポーツ少年団、中学校および高校の体育大会などで、小中学校
の児童・生徒並びに標津高等学校の生徒が、日頃の厳しい練習成果を十分に発揮して優秀な成績を
収め、全道・全国大会に出場しました。
　児童・生徒の皆さんが、全力で挑んだ大会結果をご紹介します。　　　　　　　　　　　（敬称略）

◆第70回北海道高等学校陸上競技選手権大会（6/13～16：旭川市）
　 標津高等学校
　　男子やり投　　　植田　優人（３年）決勝10位　48m87
　　　　　　　　　　渡邉　汰一（３年）予選敗退　49m14
　　男子ハンマー投　佐藤　　航（３年）8位入賞　44m23
　　男子円盤投　　　植田　優人（３年）予選敗退　33m85
　　　　　　　　　　佐藤　　航（３年）予選敗退　26m45
　　男子走高跳　　　佐々木研斗（２年）予選敗退　記録なし
　　男子4×400mリレー　渡邉　汰一（３年）、植田　優人（３年）
　　　　　　　　　　河島　竜平（３年）、大石　雄斗（３年）予選敗退　３分43秒64
　　男子5000m　　　　河島　竜平（３年）予選敗退　18分34秒32
　　男子八種競技　　植田　優人（３年）予選敗退　途中棄権
　　女子やり投　　　品堀　楓華（２年）予選敗退　19m13
　　女子円盤投　　　品堀　楓華（２年）予選敗退　21m43
　　女子砲丸投　　　品堀　楓華（２年）予選敗退　　5m81
　　女子七種競技　　鎌田　南沙（２年）３位入賞　総合得点3727
　　女子100mハードル　鎌田　南沙（２年）準決勝敗退　16秒18
　　女子4×100mリレー　五十嵐有樺（３年）、鎌田　南沙（２年）
　　　　　　　　　　三浦　　花（２年）、唐﨑　陽野（１年）予選敗退　54秒09
　　女子4×400mリレー　五十嵐有樺（３年）、鎌田　南沙（２年）
　　　　　　　　　　三浦　　花（２年）、唐﨑　陽野（１年）予選敗退　4分27秒28

◆平成29年度全国高等学校総合体育大会陸上競技大会
　 標津高等学校 　　　　　　　　（7/28～8/2：山形県天童市）
　　女子七種競技　　鎌田　南沙（２年）　34位　総合得点3586

◆第48回北海道中学校陸上競技大会（7/28～30：帯広市）
　 標津中学校 　　　　　　　　　　　
　　男子110mハードル　島貫　瑛羅（３年）予選敗退　棄権
　　男子四種競技　　島貫　瑛羅（３年）予選敗退　途中棄権
　　女子200m　　　　　　　　坂口なぎさ（３年）予選敗退　29秒50
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剣　道

卓　球

バレーボール

◆第38回北海道中学校剣道大会（7/28～29：東川町）
　 標津中学校
　　女子個人戦　　上田　礼花（１年）　　予選リーグ敗退

◆第47回北海道中学校卓球大会（8/1～3：日高町）
　 標津中学校
　　シングルス女子　　方波見優衣（３年）　　１回戦敗退
　　シングルス男子　　岡部　和真（１年）　　１回戦敗退

◆第31回全国ホープス北日本ブロック卓球大会
　　　　　　　　　　　　　　　　 （8/4～6：福島県南相馬市）
　 標津卓球スポーツ少年団 予選リーグ敗退
　　団体男子　6年　齊藤愼太郎、阿部　友飛
　　　　　　　5年　皆川涼一朗

◆全農杯平成29年度全日本卓球選手権大会
　・ホープス･カブ･バンビの部（7/28～30：兵庫県神戸市）
　 標津卓球スポーツ少年団
　　バンビ女子シングルス　２年　平井　美羽　　第１ステージ敗退

◆ファミリーマートカップ第37回全日本バレーボール小学生大会全国大会・女子の部
　 川北バレーボール少年団 ２次予選リーグ敗退 　　　　　　（8/7～10：東京都渋谷区ほか）
　　6年　　韮澤　麻央、長谷川杏花、韮澤　理子、井上　　椛
　　　　　　長谷川莉都、水上　綺羅
　　5年　　上田　美羽、榧木　　葵
　　4年　　下　　美咲、井上　月海
　　３年　　瀬川あさひ、髙島　羽琉、加藤　優花、千葉　椎奈
　　　　　　村上　ゆず
　　２年　　武田　妃陽、下　　玲奈、桜井　來紗、土井　　蓮
　　１年　　久保のの子、瀬川　みち、長谷川萌花、武田　唯花 ※団員全員の氏名を紹介しています。



 ５日㈯　第１部　儀式・前夜祭

人
が
輝
き
、標
津
が
燃
え
た

第
19
回
標
津
町
民
祭
り

　

ま
ち
の
産
業
や
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て
い
る
水

に
感
謝
を
込
め
た
19
回
目
の
町
民
祭
り
「
水
・
キ
ラ
リ
」

が
８
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
広
場

を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
盛
大
に
開
か
れ
、
２
万
５
千
人

が
来
場
し
多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
第
２
回
目
と
な
る
町
観
光
大
使
・
岡
千
秋

さ
ん
に
よ
る
の
ど
自
慢
大
会
を
は
じ
め
、
毎
年
恒
例
の

キ
ラ
リ
千
人
ビ
ン
ゴ
や
曳
山
巡
行
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
あ
す
ぱ
る
で
は
航
空
自
衛
隊

北
部
航
空
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
管
楽
器
の

迫
力
あ
る
演
奏
で
祭
り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

活
気
と
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 PHOTO DIGEST
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 ６日㈰　第２部　産業と食・遊び文化の伝承祭

ウラップ川源流での儀式

北部航空音楽隊コンサート 祭りの先導　第19代 標太(左)､津々

ふるさとの未来を継承する小学１年生吉田実施運営委員長によるあいさつ

いよいよ開演！歌の饗宴 歌手の夏川あざみさん 歌手のパク･ジュニョンさん

札幌市から参加したテスク＆祭
まつりんちゅ

人

標津中吹奏楽部の爽やかな音色

屋台が並んだ味覚市

町観光大使･岡千秋さん

キラリ･子どもランド

白熱した水中バレーボール大会
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 ６日㈰　第３部　曳山巡行  ６日㈰　第２部　産業と食・遊び文化の伝承祭

ＫＡＷＡＫＩＴＡ舞
ブラボーキッズ

乱夢童の可愛らしいソーラン踊り

しべつとどわら太鼓保存会の力強い演奏

デイリーフェスティバル牛肉大食会

のど自慢大会優勝者は、
町内在住の髙橋美知雄さん

1等当たったよ！キラリ1000人ビンゴ翔酪の山車がトリを飾る

威勢のいい大漁の山車

今年も先頭はゆめの山車

華やぐ繁盛の山車

喜びの踊り

堂々たる姿の伝承の山車

巴の標で巴隊が出陣の舞

クライマックスの花火

子どもたちに大人気！ミニ消防車試乗体験観客にも樽酒を振る舞い、乾杯！
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TownNews

　

町
と
標
津
郵
便
局（
山
口
靖
浩
局
長
）、
川
北

郵
便
局（
吉
田
政
四
局
長
）、
薫
別
郵
便
局（
加

瀬
勝
紀
局
長
）
は
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
的
に
、
７
月
31
日
、

「
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
結

び
ま
し
た
。

　

町
と
町
内
郵
便
局
と
の
協
力
協
定
締
結
は
、

平
成
20
年
６
月
の「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
防

災
協
定
」
と
、
今
年
３
月
の「
高
齢
者
等
見
守

り
活
動
に
関
す
る
協
定
」に
続
き
３
つ
目
。

　

本
協
定
に
よ
っ
て
、
郵
便
局
員
が
業
務
中
に

道
路
の
異
常
や
不
法
投
棄
が
疑
わ
れ
る
廃
棄
物

を
発
見
し
た
際
、
町
へ
通
報
す
る
体
制
が
新
た

に
整
い
、
今
後
よ
り
一
層
、
連
携
が
密
に
図
ら

れ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
が
、
昨
年
か
ら
３
カ
年
計
画
で
道
内
全
市
町

村
を
巡
行
し
て
い
る
「
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
」が
、８
月
２
日
、本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
無
く
そ
う
と
道
民
の

意
識
向
上
を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
役
場
庁
舎
前
で
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
、
町
交
通
安
全
指
導
員
や
警
察
関
係
者
、

町
職
員
ら
約
40
人
が
参
加
。
金
澤
町
長
に
よ
る

激
励
あ
い
さ
つ
の
後
、
出
口
町
交
通
安
全
協
会

会
長
が
「
飲
酒
運
転
根
絶
道
民
宣
言
」
を
力
強

く
読
み
上
げ
、
根
絶
を
誓
い
ま
し
た
。

　

同
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
と
交

通
事
故
撲
滅
の
規
範
意
識
を
呼
び
掛
け
な
が

ら
、
10
月
ま
で
各
地
を
回
っ
て
い
ま
す
。

標
津
病
院
の
内
科
・
外
科
は
、久
留
米
大
学
医

学
部
の「
教
育
関
連
診
療
科
」の
認
定
を
受
け

て
お
り
、「
学
外
施
設
体
験
学
習
」と
し
て
７
月

31
日
か
ら
５
日
間
、同
大
学
医
学
部
医
学
科
第

２
学
年
の
学
生
５
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

医
療
・
保
健
・
福
祉
関
連
施
設
で
の
体
験
を
通

し
、地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
医
師
の
要
件
を
理

解
す
る
こ
と
が
目
的
で
、医
学
生
の
研
修
の
場

と
し
て
当
病
院
が
選
定
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。

期
間
中
、学
生
た
ち
は
医
療
現
場
で
働
く
医

師
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
も
と
よ
り
、消
防
署
で
の

救
命
講
習
や
老
人
介
護
施
設
で
の
通
所
者
と
の

交
流
、保
健
師
に
よ
る
健
康
推
進
事
業
の
講
話

な
ど
を
受
け
、熱
心
に
習
得
。一
連
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
、地
域
医
療
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

現
状
を
学
び
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
標
津
サ
ー
モ
ン

科
学
館
（
市
村
政
樹
館
長
）
が
、
８
月
４
日
に

入
館
者
１
９
０
万
人
を
達
成
し
、
記
念
の
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
親
子
３
人

で
茨
城
県
か
ら
帰
省
し
て
い
た
本
町
出
身
の
小

原
淳
子
さ
ん
。
小
原
さ
ん
に
は
、
市
村
館
長
か

ら
標
津
産
船
上
一
本
〆
ト
キ
シ
ラ
ズ
を
は
じ

め
、
同
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
地
元
産
珍
味

や
お
菓
子
な
ど
の
豪
華
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

小
原
さ
ん
は
「
小
さ
い
頃
か
ら
来
て
い
た
馴

染
み
深
い
サ
ー
モ
ン
科
学
館
な
の
で
、
と
て
も

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
通
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
館
は
、
今
後
も
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
集
客
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に

協
力
協
定
を
締
結

飲
酒
運
転

し
な
い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い

標
津
病
院
で

久
留
米
大
学
医
学
生
を
受
け
入
れ

サ
ー
モ
ン
科
学
館

入
館
者
１
９
０
万
人
達
成
！

協定書を手にする金澤町長（左から２人目）ら

啓発資材を受理する出口会長（左）

大野院長（左）から内視鏡検査の指導を受ける学生ら

190万人目の小原さん
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町
内
建
設
業
関
係
者
の
若
手
有
志
で
構
成
す

る
Ｓ
Ｋ
研
究
会
（
出
口
亮
会
長
）
は
、
８
月
９

日
か
ら
２
日
間
、
「
標
津
町
建
設
会
社
訪
問
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
、
町
内
中
学
生
35

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
と
触
れ
合
う
機
会

が
少
な
い
建
設
業
界
で
、
人
材
不
足
な
ど
の
問

題
を
少
し
で
も
緩
和
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
は

〝
仕
事
の
内
容
と
地
域
へ
の
貢
献
度
を
知
っ
て

も
ら
お
う
〟
と
企
画
し
、
今
年
で
３
回
目
。

　

参
加
し
た
標
津
中
１
年
の
木
村
生
美
さ
ん

は
、
「
建
設
会
社
が
除
雪
作
業
や
引
っ
越
し
業

を
し
て
い
る
と
、
初
め
て
知
っ
た
。
色
々
な
種

類
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し

た
」
と
話
し
、
建
設
業
へ
の
興
味
や
関
心
が
深

ま
っ
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
し
べ
つ
海
の
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
利
用
者
か
ら
利
便
性
向
上
の
た
め
意
見
を

収
集
し
、
観
光
団
体
関
係
者
と
の
交
流
を
通
じ

て
本
町
の
魅
力
を
各
地
へ
発
信
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
８
月
10
日
、
同

公
園
交
流
ハ
ウ
ス
標
津
番
屋
で
「
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
パ
ー
の
集
い
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
主
に
道
外
か
ら
の
長
期
滞

在
者
で
、
遠
く
は
広
島
県
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ー

も
。
10
年
来
の
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
標
津
を
気
に

入
り
今
年
５
月
に
移
住
し
た
佐
藤
善
藏
さ
ん
・

玲
子
さ
ん
（
川
上
町
）
も
同
席
し
、
30
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

千
葉
町
観
光
協
会
会
長
に
よ
る
し
べ
つ
牛
乳

で
の
乾
杯
で
懇
談
が
始
ま
る
と
、
参
加
者
は

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
な
ど
の
地
元
グ
ル
メ
を
満

喫
。
標
津
の
み
ど
こ
ろ
や
全
国
津
々
浦
々
の
観

光
地
・
キ
ャ
ン
プ
場
情
報
を
交
換
し
、
互
い
に

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

長
寿
社
会
を
支
え
る
一
員
を
担
い
、
高
齢
者

が
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
活
躍
で

き
る
場
と
し
て
、
今
年
８
月
に
発
足
し
た
「
い

き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
髙
桑
吉
宣
代
表
）」が
、

８
月
10
日
、
文
化
ホ
ー
ル
に
「
み
ん
な
の
ひ
ろ

ば
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

今
年
４
月
、
標
津
認
定
こ
ど
も
園
に
親
子
交

流
館
が
統
合
さ
れ
、
使
わ
な
く
な
っ
て
い
た
同

館
を
有
効
活
用
。
誰
も
が
自
由
に
集
い
な
が
ら

多
世
代
交
流
が
で
き
る
〝
居
場
所
〟
を
提
供
し

よ
う
と
始
め
た
も
の
で
、利
用
日
は
毎
月
第
２
・

４
週
の
木
・
土
・
日
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

初
日
の
こ
の
日
は
、
標
津
は
ま
な
す
句
会

（
柏
葉
賢
次
会
長
）
の
会
員
を
筆
頭
に
、
約
20

人
が
利
用
。
室
内
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で

集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
が
複
数
の
輪
を
つ
く
り
、

思
い
思
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
本
町
の
地
域
活
性
化
や
海
産
物
の
付
加
価

値
を
高
め
た
い
」
と
若
手
漁
師
ら
で
結
成
し
た

標
津
漁
師
会
（
淺
野
将
太
代
表
）
が
、
８
月
10

日
・
11
日
の
両
日
、
し
べ
つ
海
の
公
園
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
で
「
漁
師
ガ
ー
デ
ン
（
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
）」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
客
や
キ
ャ
ン
プ
場

利
用
客
に
標
津
の
海
産
物
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
今
回
が
初
の
試
み
。
特
設
テ

ン
ト
で
標
津
産
ホ
タ
テ
や
コ
マ
イ
、
宗
八
、
ア

ル
コ
ー
ル
類
な
ど
を
販
売
し
、
訪
れ
た
家
族
連

れ
の
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
客
や
町
民
は
、
満
足
そ

う
に
標
津
ブ
ラ
ン
ド
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
翌
12
日
か
ら
２
日
間
、
若
手
酪
農

家
で
組
織
す
る
標
津
ベ
コ
ス
ケ
と
コ
ラ
ボ
し
た

「
漁
農
食
堂
」
も
開
き
、
好
評
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
建
設
業
巡
り

地
域
へ
の
貢
献
度
に
驚
き
の
声

よ
り
快
適
な
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
を

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
パ
ー
に
聞
く

気
軽
に
お
い
で
よ

〝
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
〟

漁
師
ガ
ー
デ
ン
が

２
日
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
！

真剣に話を聞く中学生

金澤町長（右）自ら声を掛けリサーチ

句会の会員らは、例会を開催

観光客にうまいものを！
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●
根
室
管
内
最
古
の
創
建
の
社

　

標
津
神
社
に
は
、
今
年
新
た
に
指
定
さ
れ
た
２
件
の

文
化
財
を
は
じ
め
、
合
計
３
件
の
町
指
定
文
化
財
が
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
の
創
建
年
代
は
、
天
明
年
間

（
１
７
８
０
年
代
）
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
根
室

管
内
最
古
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
北
海
道
東
部
・
北

部
地
域
一
体
で
も
最
も
古
く
に
創
建
さ
れ
た
社
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
長
い
歴
史
を
持
つ
同
社
と
そ
こ
に
残
さ
れ
た

数
々
の
文
化
財
に
は
、
幾
つ
も
の
物
語
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
標
津
神
社
と

　

ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い

　

標
津
神
社
は
天
明
年
間
に
、
当
時
の
漁
場
請
負
人
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
明
年
間

の
請
負
人
は
、
飛
騨
屋
久
兵
衛
と
呼
ば
れ
る
商
人
で
し

た
。
飛
騨
屋
は
根
室
海
峡
沿
岸
地
域
に
進
出
し
た
最
初

の
漁
場
請
負
人
で
、
当
時
最
新
の
漁
法
で
あ
っ
た
大
網

を
導
入
し
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
冬
場
の
保
存
食
を
確
保

で
き
な
く
な
る
ほ
ど
、
鰊
に
し
ん・
鱒
・
鮭
の
大
量
捕
獲
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。ま
た
当
時
の
飛
騨
屋
当
主
は
ま
だ
幼
く
、

漁
場
の
経
営
は
現
地
の
支
配
人
任
せ
の
状
態
で
、
し
か

も
現
地
支
配
人
も
経
験
の
浅
い
百
姓
出
身
の
人
間
が
起

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
元
来
ア
イ
ヌ
を
「
禽
獣

の
類
」
と
し
て
、
差
別
的
に
み
て
き
た
松
前
藩
か
ら
の

派
遣
監
督
者
が
ア
イ
ヌ
を
脅
迫
し
、
労
働
を
強
制
・
強

要
す
る
行
為
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
数
々
の
状
況
を
背
景
に
、
寛
政
元
年

（
１
７
８
９
年
）、
不
満
を
持
っ
た
現
地
ア
イ
ヌ
た
ち

１
３
０
人
が
、
漁
場
の
和
人
番
人
ら
71
人
を
殺
害
す
る

と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の

戦
い
と
呼
ば
れ
る
こ
の
事
件
は
、
当
時
の
道
東
ア
イ
ヌ

有
力
者
ら
12
人
の
力
で
収
束
し
、
蜂
起
し
た
ア
イ
ヌ
首

謀
者
37
人
が
根
室
の
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
で
処
刑
さ
れ
終
焉

を
迎
え
ま
し
た
。

　

事
件
収
束
に
尽
力
し
た
12
人
の
ア
イ
ヌ
は
、「
松
前

藩
に
味
方
し
た
」
と
た
た
え
ら
れ
、『
夷い

し
ゅ
う
れ
つ
ぞ
う

酋
列
像
』
と

呼
ば
れ
る
12
枚
の
肖
像
画
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。し
か
し
ア
イ
ヌ
有
力
者
の
一
人
ツ
キ
ノ
エ
は
、

そ
の
子
ど
も
が
処
刑
者
の
中
に
い
ま
し
た
。
自
ら
の
子

ど
も
が
処
刑
さ
れ
て
で
も
、
事
件
を
収
束
さ
せ
た
背
景

を
考
慮
す
る
と
、
ツ
キ
ノ
エ
ら
有
力
者
た
ち
は
、
松
前

藩
に
味
方
す
る
た
め
に
事
件
を
収
め
た
の
で
は
な
く
、

松
前
藩
の
武
力
と
ア
イ
ヌ
と
が
衝
突
し
、
多
く
の
ア
イ

ヌ
が
命
を
失
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
あ
え
て
事
件
の

収
束
に
踏
み
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

●
蝦
夷
地
内
国
化
時
代
と
標
津
神
社

　

ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
は
、
実
際
に
は
武
力
衝

突
に
至
っ
て
お
ら
ず
、「
戦
い
」
と
呼
ぶ
に
は
小
規
模

な
事
件
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
こ
の
事
件
が
北
方
史
の

標
津
町
の
文
化
財

～
地
域
の
基
層
へ
誘
う
先
人
の
足
跡
～

第
５
回　

標
津
神
社
に
ま
つ
わ
る
物
語

写真２　ツキノエの肖像画
ツキノエは当時道東で最も力を
持っていたアイヌの一人で、国
後島に住んでいました。

写真１　根室管内最古の創建の社 標津神社
標津神社は天明年間（1780年代）に、当時の
場所請負人である飛騨屋久兵衛によって創建さ
れた社を起源としています。
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中
で
重
要
な
の
は
、
事
件
の
背
後
に
あ
っ
た
、
千
島
列

島
を
南
下
し
て
、
当
時
蝦
夷
地
と
呼
ば
れ
た
北
海
道
に

迫
る
ロ
シ
ア
の
存
在
が
、
江
戸
幕
府
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
点
で
す
。幕
府
は
そ
れ
ま
で
、蝦
夷
地
を「
外
国
」

と
み
な
し
て
き
ま
し
た
が
、
事
件
を
き
っ
か
け
に
「
日

本
」
の
中
に
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
動
き
を
活
発
化
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

蝦
夷
地
内
国
化
政
策
の
一
つ
に
、
ア
イ
ヌ
の
日
本
人

化
政
策
が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
蝦
夷
地
を
ロ
シ
ア
か
ら

守
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
い

か
に
日
本
の
側
に
引
き
込
む
か
が
重
要
な
課
題
と
認
識

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
、
ア
イ
ヌ
に
対
し

ま
げ
を
結
わ
せ
、
日
本
語
の
使
用
や
農
業
、
日
本
人
名

へ
の
改
名
を
奨
励
し
ま
す
。
し
か
し
文
化
の
成
り
立
ち

が
異
な
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
、
こ
う
し
た
日
本
の
文
化

を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

一
方
で
成
功
し
た
政
策
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ア

イ
ヌ
の
伝
統
的
な
身
分
制
度
を
う
ま
く
利
用
し
た
、
ア

イ
ヌ
社
会
の
解
体
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
ア
イ
ヌ
の
人
々

は
、チ
ャ
シ
（
砦
）
を
通
じ
、周
囲
の
自
然
に
宿
る
神
々

と
接
点
を
持
つ
こ
と
で
、
社
会
内
部
の
身
分
的
秩
序
や

地
域
間
の
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
幕
府
は
こ
の
社

会
制
度
を
、
徳
川
将
軍
家
と
の
接
点
を
持
つ
中
で
保
た

れ
る
よ
う
、
転
換
を
図
り
ま
す
。
そ
の
際
、
効
果
的
に

使
用
さ
れ
た
も
の
が
、
当
時
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
好
ま
れ

て
い
た
日
本
の
酒
や
漆
器
で
す
。
漁
場
で
働
き
の
良
い

者
な
ど
に
日
本
の
品
と
共
に
、
高
い
身
分
を
与
え
る
こ

と
で
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
、
カ
ム

イ
（
神
）
か
ら
徳
川
将
軍
家
へ
と
変
え
て
い
っ
た
の
で

す
。
こ
う
し
て
長
く
続
い
た
チ
ャ
シ
を
中
心
と
す
る
時

代
が
終
わ
り
を
告
げ
、
蝦
夷
地
は
急
速
に
内
国
化
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

標
津
神
社
の
境
内
に
は
、
天
保
13
年

（
１
８
４
２
年
）
に
漁
場
支
配
人
ら
が
奉
納
し

た
燈
籠
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
天
保
の
石
燈

籠
」
と
し
て
、
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

こ
の
燈
籠
を
は
じ
め
、
忠
類
神
社
の
「
松
し
ょ
う
か
く鶴

図
絵
馬
」、薫
別
神
社
の
「
文
政
の
鰐わ
に
ぐ
ち口
」
な
ど
、

海
岸
部
の
神
社
に
今
も
残
る
奉
納
品
の
数
々

は
、
い
ず
れ
も
蝦
夷
地
内
国
化
が
進
む
江
戸
時

代
後
期
の
品
々
で
す
。
こ
れ
ら
は
ア
イ
ヌ
と
日

本
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
と
が
交
錯
す
る
中
、
蝦
夷

地
か
ら
「
北
海
道
」
へ
と
時
代
が
大
き
く
転
換

し
た
頃
の
、
当
地
域
の
物
語
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

写真３　町指定文化財『天保の石燈籠』
天保13年（1842年）に標津神社に奉納
されたこの石燈籠は、町内最古の石造
文化財です。

写真４　町指定文化財『松鶴図絵馬』
弘化4年（1847年）に忠類神社に奉納
されたもので、町内最古の絵馬です。

写真５　町指定文化財『文政の鰐口』
文政10年（1827年）に薫別神社に奉納
されたもので、文字がある文化財とし
ては町内最古のものです。

標津町文化財に関するお問い合わせは…　ポー川史跡自然公園　☎82-3674
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　現在、お使いの国民健康保険（以下「国保」）被保険者証（以下「保険証」）の有効期限は、平成
29年9月30日です。
　新しい保険証は、9月中旬から下旬にかけ、簡易書留で世帯主へ郵送します。

　今月中に保険証がお手元に届かない場合は、お手数でも左記問合先へご連
絡ください。
　ただし、次に該当する方は郵送ではなく、住民生活課国保担当窓口での交
付となる場合がありますので、ご了承願います。

　保険証の有効期限は通常１年間となっていますが、平成30年4月からの国保都道府県単位化に伴
い、新しい保険証の有効期限は平成30年7月31日（10カ月）に変更となりますので、十分ご注意
願います。
　なお、来年度以降は平成30年8月1日から翌年の7月31日までと、通常どおり1年間の有効期限と
なります。

　また、平成29年10月1日から平成30年7月31日までの間に次に該当する方は、通常より短い有
効期限となります。

【70歳以上の方へ】
　現在、お使いの保険証と高齢受給者証（以下「受給者証」）は、国保都道府県単位化に伴い平成
30年8月に統合されます。
　詳しくは、来年の保険証更新の際にあらためてお知らせします。

１　国保税の滞納がある世帯（窓口更新の場合は、別途ご案内します）
２　 学生や福祉施設入所者など町外に住所を有する方で、保険証交付申請書が期日までに提出さ

れていない場合（対象となる方には、先に提出のご案内をしています）
３　転居の手続きがされていないなど、何らかの理由により郵便物が届かない場合　など

① 75歳を迎える被保険者（75歳の誕生日以降は後期高齢者医療保険制度に移行するため、国保
の保険証は使用できません）

②65歳を迎える退職被保険者とその被扶養者（65歳以降は一般の保険証に切り替わります）
※①、②に該当する方へは、保険証が切り替わる際にあらためてご連絡します。

標津町国民健康保険からのお知らせ

 ■国民健康保険被保険者証の更新について

 ■保険証の有効期限などについて
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問合先　住民生活課 国民健康保険担当 ☎82-2131（内線130､134､136）

【新しい保険証について】
　10月1日以降に医療機関などを受診される際は、新しい保険証を提示してください。
　保険証を紛失された場合は再交付しますので、印鑑を持参の上、住民生活課国保担当窓口へお越
しください。

【臓器提供意思表示欄について】
　保険証の裏面に臓器提供の意思表示ができますので、希望される方はご記入ください。
　（※意思表示欄への記入は任意で、義務付けではありません）

【社会保険などに加入した場合】
　国保加入者が社会保険などに加入した場合は、必ず国保喪失の手続きが必要です。届け出をして
いない方は、至急、社会保険証を持参の上、住民生活課国保担当窓口へお越しください。

【住所地特例対象者について】
　国保加入者が、町外の学校や老人ホームなどに入学・入所するため転出した場合は、住所地特例
に該当します。該当する方には、既に申請書を送付していますので、期日までに住民生活課国保担
当へ提出ください。
※住所地特例とは… 国保は、原則として住所のある市区町村で加入することとされていますが、修

学または施設などに入所のため転出した場合は、届け出により引き続き標津町
国保に加入することができる制度です。

　平成30年4月から、国保の財政運営は市町村から都道府県へ移行します。

【国保の現状と課題について】
　国保加入者は「高齢者が多い」、「１人当たりにかかる医療費が高い」、「低所得者が多い」といっ
た構造となっているため、国保税などの収入よりも医療費などの支出の方が多く、市町村単位では
安定した財政運営が困難であるなどの課題があります。

【制度改正による財政の安定について】
　平成27年5月27日に「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改
正する法律」が成立し、市町村で行っていた財政運営を都道府県が責任主体となることで、安定的
な国保の運営を図ることになりました。

【制度改正による主な変更点について】
①医療給付など国保の事業に必要な給付費を、各市町村が納付金として都道府県に納めます。
② 都道府県が各市町村の医療費水準や所得水準などを基に市町村ごとの納付金を決定し、納付金の

納付に必要な国保税の保険税率を市町村ごとに示します。
③市町村は都道府県が示した保険税率を参考に、保険税率を決定します。

 ■保険証ご使用時の留意事項などについて

 ■平成30年度からの国保都道府県単位化について
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問合先　企画政策課　☎８２－２１３１（内線１１０、１１４）

１  結婚・子宝・子育ての政策
①結婚活動の応援強化
②安心出産の支援　
③出産祝い金の給付
④乳幼児紙おむつ購入助成
⑤幼保連携型認定こども園の開設
⑥こども園の無料化または負担軽減
⑦小・中学生の学習教材費の助成
⑧こども医療費の無料化
⑨標津高校での学びの支援 

3  産業・経済の政策  
㉒新しい農業経営者づくり
㉓農業協業法人の支援
㉔水産資源対策の強化
㉕標津ブランドづくり
㉖標津川の環境保全等
㉗起業等支援補助の拡充
㉘再生可能エネルギーの活用等
㉙交流人口の拡大による地域の活性化
㉚情報発信の強化

２  定住・移住・暮らしの政策
⑩住宅取得助成
⑪住宅リフォーム助成
⑫住まい・暮らしの資源の利活用
⑬あんしんサポートセンターによる地域での支え合い
⑭高齢者福祉施設利用者の負担軽減
⑮介護予防事業の推進
⑯高齢者等の除雪支援充実
⑰若者の健診・保健指導の推進
⑱医療技術者等の確保
⑲避難道路・防雪柵の整備
⑳新・地域防災計画の実践
㉑ふるさとの未来を担うリーダーづくり

北海道　  の
子育て支援
北海道　  の

子育て支援

暮らしを応援する30事業
!

NEW

 人口減少時代に挑戦する政策パッケージ 2017
6月末

進捗状況

　町民の皆さまのライフステージを応援する「人口減少時代に挑戦する政策パッケージ2017」
のうち、数値でお示しできる事業などについて、6月末現在の進捗状況をお知らせします。

ライフサイクル 事　 業 　名 6月末までの進捗状況

1．結婚・子宝
　・子育て

③出産祝い金 8件、950,000円のお祝い金を支給
④乳幼児紙おむつ助成 8件、930,000円を助成
⑥ こども園の無料化また

は負担軽減
園児170人の使用料、給食や用具費などの無料化、負担軽減を
実施（国基準比較：12,506,110円を助成）

⑦小･中学生教材費助成 対象生徒延べ425人に1,110,146円分の教材を支給

⑧こども医療費助成
①現金給付（4～7月給付分）148件、533,043円　
②現物給付（4～5月診療給付分）1,269件、2,191,891円
※現物給付の6月分以降は今後請求となります

⑨標津高校での学びの支援
入学時の教材・制服代～対象者59人、2,950,000円を助成
通学費～延べ66人、1,375,950円を助成
恵盟寮利用料～延べ38人、198,900円を助成　など

2．定住・移住
　・暮らし

⑩住宅取得支援 新築補助～8件、20,000,000円を助成決定
中古住宅取得補助～2件、1,290,000円を助成決定

⑪住宅リフォーム支援 18件、4,920,000円を助成決定
⑭高齢者福祉施設利用助成 町内高齢者福祉施設利用者41人、2,070,600円を助成
⑰若者健診助成・保健指導 総合健診で15人が受診し、受診料の一部を助成（135,000円）

3．産業・経済

㉒新しい農業経営者づくり 新規就農者のサポートなどを実施（平成28年度2世帯が新規就農）
㉔水産資源対策の強化 サケ・ホタテの餌料環境調査、ナマコの種苗放流支援などを実施
㉗起業支援補助の拡充 1件、3,000,000円を交付
㉙交流人口の拡大・活性化 都市圏などからの修学旅行、誘致下見など8件、127人受け入れ
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問合先　総務課　広報統計･交流推進担当　☎82-2131（内線204､208）

新ふるさとづくり協働推進職員制度
地域担当派遣参事の担当が変わりました
　地域担当派遣参事は、町民皆さまの「総合相談窓口」です。さまざまな相談や要望をお受けし、
町からの情報などを発信する“地域と行政の橋渡し”を行っています。
　このたび、担当職員を見直し、あらためて相談しやすい体制を整えました。
　お住まいの地域の担当参事（管理職員）に、お気軽にご相談ください。

《活動計画》
■地域行事への参加
　総会、役員会、各種地域イベントなど
■地域と行政のパイプ役
　各担当課や関係機関との調整
　町からの情報提供
■葬儀手伝い派遣
　地域の協力で実施する葬儀への派遣

■地域からの相談・要望への対応
　解決策や要望事項の調整、回答
■まちづくり懇談会・出前講座の開催
　まちづくりに関する意見交換会
　地域と担当参事が企画する講座

※ このほか、掲載のない事項にも対応しますの
で、まずはご相談ください。

地区（町内会） 氏 　 名 所 属 課 電話番号 地区（町内会） 氏 　 名 所 属 課 電話番号

標津市街

※ 町内会連合会と連携して、必要な場合に職員
を派遣する。窓口は総務課とし、必要に応じ
て住民生活課や建設水道課など所管課が担当
する。

浜茶志骨
長谷川裕之 
櫻井　保廣 
小野瀨浩也

議 会 事 務 局 
図　 書　 館 
保健福祉センター

82-2131（内線303） 
82-2074 
82-1515（内線521）

新 川 上 町  
若 草 町  
川 上 町  
曙 　 町  
緑 　 町  
弥 栄 町  
栄 　 町  
本 　 町  
鳩 ケ 丘 町 
双 葉 町  
望 ケ 丘 町 
桜 木 町

住 吉 町

東 浜 町

茶 志 骨

畑中　　浩 
福井　章雄 
朝倉　一正

保健福祉センター 
農　 林 　 課 
商 工 観 光 課

82-1515（内線541） 
82-2131（内線211） 
　　 〃　 　（内線223）

茶 志 骨

東 茶 志 骨

茶志骨パイロット

川北市街
黒澤　哲也 
中谷　敏明 
岡本　淳子 
上田　高弘

税 務 課 
農 林 課 
保健福祉センター 
生 涯 学 習 課

82-2131（内線115） 
　　 〃　 　（内線209） 
82-1515（内線513） 
82-2900

伊茶仁・忠類 境　　輝美 
吉田　雅之 
内村　慎哉 
佐々木克之

管　 理 　 課 
企 画 政 策 課 
建 設 水 道 課 
水　 産 　 課

82-3110（内線411） 
82-2131（内線111） 
　　 〃　 　（内線231） 
82-3740

寿　　 町 伊 茶 仁

共 栄 旭 町 忠 　 類

桜 ケ 丘 町 古 多 糠

荒木　　豊 
立島　裕二 
佐賀　周逸

商 工 観 光 課 
建 設 水 道 課 
学校給食センター

82-2131（内線215） 
　　 〃　 　（内線230） 
82-1606

川北郡部

村山　勝幸 
新村　正弘 
佐々木祐子

標 津 病 院 
生 涯 学 習 課 
川北認定こども園

82-2111 
85-2224 
85-2049､85-2959

古 多 糠
東 古 多 糠
西 古 多 糠
南 古 多 糠
上 古 多 糠
北 古 多 糠
新 古 多 糠

東 川 北

西 川 北

南 川 北

北 川 北 浜古多糠・薫別・崎無異

本間　英敏 
加瀬　智則 
坂口富士子

生 涯 学 習 課 
総 合 体 育 館 
保健福祉センター

82-2900 
82-3112 
82-1515（内線511）

北 標 津 星　　京子 
野田　勝彦 
加瀬　久子 
大塚　　健

財　 政　 課 
水　 産　 課 
保健福祉センター 
水　 産　 課

82-2131（内線117） 
　　 〃　 　（内線210） 
82-1515（内線515） 
82-2131（内線218）

浜 古 多 糠

北 標 津 薫 　 別

西 北 標 津 崎 無 異

■　地域担当派遣参事名簿　■
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気象予報士による防災お天気講座
線状降水帯Vol.18

ご質問は…　住民生活課 防災担当　☎82-2131（内線126）

　この夏は、７月の暖気移流により極端に暑くなっ
た日もありましたが、8月に入りオホーツク海高気
圧からの涼しい気流の影響を受け平年より気温が低
く、降水量も少ない傾向にあります。しかし、全国
的には、大雨特別警報が島根県などに発表され、特
に九州北部で集中豪雨により大きな被害が発生しま
した。
　これらの災害をもたらしたのが、最近報道などで
よく耳にする「線状降水帯」です。
　この線状降水帯は、暖湿気が大量にある雨雲が発
達しやすい状況下で、地形や風の影響によりある地
点に風が収束して雨雲が発生し、それが上空の風に
流されるというサイクルが連続することで発生しま
す。
　これまで、道内でもたびたび線状降水帯の発生が
認められています。特徴的な雲の配置になるため、
気象庁ホームページや各種防災アプリなどで比較的
簡単に確認できます。天気予報で「大気の状態が不安定」という言葉を耳にした際は、スマート
フォンやタブレットなどでチェックしてみてください。

　限りある資源を有効に使うためには、ごみの減量が大切です。毎日の生活の中で、簡単にごみを
減らす工夫やアイデアを幾つかご紹介します。

★過剰な包装は断りましょう。
　　　　中身を取り出せばすぐ不要になってしまう紙袋などの
　　　　過剰包装は断るようにしましょう。

★裸売りやばら売り、量り売りの商品を選びましょう。
　　　　 野菜、果物、肉などを購入する際に、裸売りやばら売り、量り

売りの商品を選ぶことで、購入後すぐにごみとなるラップやト
レイなどを削減することができます。

★買い物をする前に冷蔵庫の中を確認しましょう。
　　　　事前に庫内を確認することで、賞味期限切れや買い過ぎによる
　　　　食品廃棄を最小限に抑えることができ、節約にもつながります。

家庭でもできます! ごみの減量作戦 №4

ごみの出し方や分別方法など、各種お問い合わせは…
住民生活課 環境衛生担当　☎82-2131（内線126、131）

ホームページにも「ごみの分別一覧表」を掲載しています
https://www.shibetsutown.jp/kurashi/gomi_seikatsu/dashikata/bunbetsu/

平成22年8月14日2～3時の解析雨量分
布図（気象庁ホームページより抜粋）

留萌地方では、局地的に一晩で200㎜を
超える集中豪雨となりました。

【線状降水帯の例】

循環型社会をめざして、
ごみの量を減らしましょう!
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「
質
の
良
い
睡
眠
」と
れ
て
い
ま
す
か
？

　

私
た
ち
は
、仕
事
を
し
て
い
る
と
き
、家
庭
に
い
る
と

き
、１
日
の
中
で
座
っ
て
い
る
時
間
が
、意
外
と
多
い
こ

と
に
気
付
く
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
、事
務
仕
事
を
し
て
い
る
方
は
、非
常
に
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

座
っ
て
い
る
時
間
が
長
い
人
や
、体
を
動
か
す
時
間
が

少
な
い
人
は
、睡
眠
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

質
の
良
い
睡
眠
は
、大
人
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
も
同

じ
で
す
。さ
ら
に
子
ど
も
は
、自
由
時
間
の
ス
ク
リ
ー
ン

タ
イ
ム（
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、携
帯
な
ど
の
画
面
を
見

る
時
間
）も
大
き
く
関
係
し
て
き
ま
す
。

　

毎
日
を
健
康
で
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
は
、「
適
度
な
運
動
」・「
睡

眠
」・「
食
事
」の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

で
す
の
で
、日
頃
か
ら
少
し
ず
つ
気

を
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

通
行
止
め
に
ご
協
力
を

　

９
月
17
日
㈰
の
第
45
回
記
念
オ
ホ
ー
ツ
ク
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
は
、例
年
ど
お
り
、道
道
川
北
・
茶
志
骨
線（
サ
ー

モ
ン
パ
ー
ク
交
差
点
～
川
北
市
街
）と
防
災
道
路
の
車

両
通
行
止
め
を
実
施
し
ま
す
。

　

ハ
ー
フ
・
10
㎞
完
走
者
へ
の
新
巻
鮭
贈
呈
な
ど
、ラ
ン

ナ
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
よ
り
、今
年
も
多
数
の
方
々

が
参
加
し
ま
す
。付
近
に
お
住
ま
い
の
方
や
通
行
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、事
故
防
止
の
た
め
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
沿
道
か
ら
ご
声
援
を
！

　

大
会
参
加
者
の
う
ち
、７
割
が
町
外
か
ら
の
ラ
ン

ナ
ー
で
す
。ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
、何
よ
り
力
と
な
る
の

は
、沿
道
か
ら
の
声
援
で
す
。皆
さ
ま
の
声
援
で
、「
参
加

し
て
良
か
っ
た
」「
気
持
よ
く
走
れ
た
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
大
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

現
在
、大
会
運
営
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
参
加
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
た
め
に
大
会
を
支

え
、感
動
を
一
緒
に
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、大
会
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。※
き
ら
り
大
学
５
単
位
付
与
認
定

健康

標津町総合体育館
 ☎82－3112

スポーツは
心のビタミン

消防署

あ
す
ぱ
る

グループホーム
だんらん

標
津
高
校

高校
グラウンド

教員住宅

こども園

プール
体育館

ふれあい住宅

標津中

リンク

球
　
場

9:30～12:30(町道)

9:30～10:15(町道)

総合体育館周辺通行止め区間道道川北・茶志骨線通行止め区間

農協 GS

GS

←至中標津

道
道
川
北
・
茶
志
骨
線

町
道
川
北
南
１
線

町道川北東2号

墓地

至
茶
志
骨
↓

旧C団地

9:30～12:30
車両通行止め

上田組

小野自動車

下
水
処
理
場

至標津市街→

10:15
～12:30
片側通行

9:30～12:30(防災道路)

吉田電器商会

質
の
良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
に
は
？

◦ 

長
時
間
座
っ
て
い
る
時
間
を
減
ら
し
、
軽
度
の

運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◦ 

毎
日
、
合
計
１
時
間
以
上
の
中
度
～
強
度
の
有

酸
素
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◦ 

自
由
時
間
の
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
を
、
１
日
２

時
間
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
。
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楽しさ、おいしさ最優先!!
◇◆ 婚活イベントに参加してみませんか ◇◆

　標津町結婚活動応援プロジェクト協議会（以下「婚プロ協議会」）では、毎年6月におおむね25
歳から45歳までの独身者の皆さまに、当協議会が実施する「婚活イベント」や「個別交流会」な
どのご案内をしています。
　すでに終了したイベントもありますが、今後もさまざまな企画を実施しますので、お気軽に参加
してみませんか。

■9～10月のイベント

【共通事項】参加者には、あらためて詳しい日程などを通知します。
　　　　　　また、個人情報保護は厳守します。

【知床しべつ♥恋物語2017交流会】
開催日　9月30日㈯～10月1日㈰
プログラム　1日目17時～歓迎夕食会
　　　　2日目  9時～パークゴルフ、
　　　　　　　　　　バーベキュー、
　　　　　　　　　　レクゲームなど
参加料　3,000円
応募資格　おおむね25～40歳の独身者
　　　　※女性は町内・道内にご案内
申込期限　9月8日㈮
応募定員　男女とも各12人
主　催　婚プロ協議会

【温泉♨️de交流会2017】
開催日　10月13日㈮～15日㈰
プログラム　1日目　  15時～町内農場でファーム
　　　　　　　　　　　　ステイ
　　　　2～3日目  9時～弟子屈町川湯にて宿
　　　　　　　　　 　   泊交流会
参加料　　3,000円
応募資格　おおむね25～39歳の女性
　　　　※町内・全国にご案内
申込期限　9月20日㈬
応募定員　女性8人
主　催　農業後継者対策推進協議会

～出会い・婚活に関するご相談など、お気軽にご連絡ください～
問合先　婚プロ協議会 または 農業後継者対策推進協議会　　　 　
　 　　　☎82-2131（内線235）もしくは 専用携帯080-1886-9991

⽔産加⼯作業
時給 1,200円〜1,300円

⽇曜⽇
8:00〜17:00

未経験者歓迎、送迎⾞有
電話連絡の上、履歴書をご持参ください。
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　  ９月のごみ収集日 ※10月初回の収集日も掲載しています。

一般廃棄物収集区域
〈有料〉

可燃ごみ 不燃ごみ
粗大ごみ

資源ごみＡ
空缶・ペット、トレー・
発泡・容器包装(プラ)・
びん・新聞・雑誌

資源ごみＢ
空缶・ペット・トレー・
発泡・容器包装(プラ)・
容器包装(紙)・紙パック・
段ボール

若草町・新川上町・川上町・栄町
緑町・曙町・弥栄町・伊茶仁

月・木
7日㈭

28日㈭
10月5日㈭

4日㈪
21日㈭

10月2日㈪

11日㈪
25日㈪

10月12日㈭

本町・鳩ヶ丘町・双葉町・望ヶ丘町
桜木町・住吉町・東浜町・茶志骨

火・金
8日㈮

29日㈮
10月13日㈮

5日㈫
19日㈫

10月3日㈫

12日㈫
26日㈫

10月10日㈫

川北全域・北標津・西北標津・忠類
古多糠全域・浜古多糠・薫別・崎無異

水・土
9日㈯

30日㈯
10月14日㈯

6日㈬
20日㈬

10月4日㈬

13日㈬
27日㈬

10月11日㈬

※粗大ごみの収集は収集の前日までに事前の申し込みが必要です。
★粗大ごみの申込先は、渡邊清掃㈱70120-79-3106まで。

【7月21日】
　第2回根室北部衛生組合議会臨時会

【7月22日】
　標津神社例大祭宵宮祭

【7月23日】釧路市
　釧路駐屯地創立64周年及び第27
　普通科連隊創隊55周年記念行事
【7月26日～28日】札幌市、東京都
　根室地方総合開発期成会要望ほか

【7月29日】福岡県
　久留米大学第一内科医局親睦会

【7月31日】
　郵便局との地域協力に関する
　協定締結式

【8月1日】根室市
　根室市制施行60周年記念式典

【8月3日】
　第68回魚魂大祭

【8月5日～6日】
　標津町民祭り「水・キラリ」

【8月8日】
　標津町殉公者追悼式ほか

【8月10日】
　オートキャンパーの集い

【8月13日】
　標津霊園無縁仏供養祭ほか
 ＜以上、主なもの＞

　汲取月は各地区３カ月ごとに年4回設定しています。
　便槽が満杯にならなくても汲取月には必ず汲み取っておく
など、余裕を持ってお申し込みください。

川北全域、北標津、西北標津
９月25日㈪
渡邊清掃㈱　70120－79－3106
　　　　　　☎ 0153－82－2220

実施地域
申込期限
申 込 先

10月の汲み取り実施地域

町長の動静
（7月21日～8月20日）

障害基礎年金を受けるための３つの確認
～どんなとき受給できるの？～

請求ができるのはいつから？
　初診日から1年6カ月後（障害認定日）です。ただし、それ以前に症状が固定した場合は、固定した時にな
ります。
　また、1年6カ月経過後、65歳までに症状が重くなった場合は、事後重症として請求できます。
年金額はどのくらい？

　子（18歳未満、20歳未満の障害者）がいる場合は、
年金額が加算されます。
　20歳前障害には所得制限があります。

★相談・お問い合わせはお気軽に住民生活課国民年金担当まで

【年金相談は完全予約制です！】
　毎月、中標津町役場で開設される「年金出張相
談所」を利用される方は、相談日の10日前まで
に予約が必要です。
　　　　　　釧路年金事務所 
　　　　　　お客様相談室 ☎0154-61-6000

日時：３日㈫13時～16時30分
　　　４日㈬９時～13時30分
場所：中標津町役場
ご本人や配偶者の年金記号番
号、加入期間などを調べてお出
かけください。予約申込先

10月の
年金出張
相談所
開設日　

あなたのための
国民年金

国民年金は、
あなたが主人公です

一定程度以上の障害の状態にある方
・国民年金の「障害等級表（障害者手帳の等級とは異なります）」で定められた障害がある方
　※請求（診断書等添付）により審査されます。

初診日の前日までに、次のいずれかの要件を満たしている方
・初診日のある月の前々月までの加入期間のうち、全体の2/3以上保険料を納付している方
　※免除・猶予制度を受けていた場合は、その期間を含みます。
・初診日に65歳未満であり、初診日のある月の前々月までの1年間に保険料の未納がない方

初診日（障害の原因となった病気やけがで医師の診療を受けた日）に国民年金に入っていた方
・医師の診療を初めて受けた日に国民年金に入っている方
・国民年金に加入していた60歳～65歳未満の国内在住の方
・20歳未満で障害を負った方

1級障害 2級障害
974,125円 779,300円

①
②
③

障害基礎年金の額
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●社会福祉協議会に―
◦五十嵐文男さん ◦小林キヨ子さん

◦岡野美代子さん ◦川瀬　久宣さん

●はまなす苑に―
◦林　　裕子さん ◦中條　啓一さん

◦小林キヨ子さん ◦岩倉　信子さん

◦神林　弘子さん ◦中野　裕子さん

◦朝倉　勝美さん ◦川島　順子さん

◦川口　洋子さん

◦理容こばやしさま

※ご本人・団体の了承を得て掲載しています。

お誕生おめでとう！

梅木日
ひ

向
な

花
か

ちゃん（薫　　別）雄　介・香　澄

山柴　凪
な ぎ

紗
さ

ちゃん（北 標 津）隆　幸・早也花

相馬　一
か ず

稀
き

くん（茶志骨パイロット）正　幸・さとこ

亀田　千
ち

沙
さ

ちゃん（緑　　町）泰　志・千　夏

寄付･寄贈ありがとうございました
（7月11日～8月10日受納分）

戸籍の窓口から
（7月11日～8月10日届け出分）

渡部　　寛さん（福島県猪苗代町）
※ご本人の了承を得て掲載しています。
その他340件の寄付をいただいてい
ます。
寄付金はその目的を達成するために有効
に活用させていただます。

ふるさと応援寄付金をいただき、
ありがとうございました

おくやみ申し上げます
小林キヨミさん（北古多糠） 97歳

村山　セツさん（弥 栄 町） 95歳

山本　　等さん（望ヶ丘町） 81歳

川瀬ミサヲさん（南古多糠） 88歳

白戸フミ子さん（共栄旭町） 84歳
※ご家族の了承を得て掲載しています。

 ご結婚おめでとう！
鈴木　邦明さん・植本　愛唯さん（寿　町）

細畑　拓馬さん・小崎　有香さん（望ヶ丘町）

標津町旅館組合組合長
新川畑喜美子　　旧成田　　基
標津町商工会事務局長
新梨本　　薫　　旧仲村登世美

 町内会・団体等の人事短信
（8月10日までの報告分）※敬称略

町税などの「休日納税窓口」をご利用ください
　仕事などの都合で、平日に役場や指定金融機関で「町
税などの納付ができない」「納税相談に行けない」な
ど、さまざまな事情でお困りの方のために、次のとおり
「休日納税窓口」を開設します。
　各種税のほか公営住宅使用料、上下水道料などを納め
ることができますので、必ず納付書を持参の上、お気軽
にご利用ください。
　また、病気や事故などで納期内に納付できない方は、
そのままにしておかず、早めにご相談ください。

月　日 会　場 時　間
９月23日㈯

役場１階窓口 8時30分～
17時15分９月24日㈰

川北生涯学習センター
【今月の納期一覧】
　●10月２日㈪　第２期固定資産税
　　　　　　　　第３期後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　第4期国民健康保険税
問合先　税務課　収入担当（内線109）

◆◇もっと知ろう！北方領土◆◇
　町と千島歯舞諸島居住者連盟標津支部では、北方領土
問題を考えるきっかけづくりの場として、啓発イベント
「北方領土講座」を開催します。
　クイズラリーやゲームで、北方領土について楽しく学
べます。
　詳しくは、今月号の折込チラシをご
確認ください。
日　時　９月30日㈯９時～12時
会　場　文化ホール
その他　きらり大学1単位付与認定
問合先　総務課交流推進担当（内線208・221）

―――　標津町・千島連盟標津支部　―――

◆◇平成29年就業構造基本調査◆◇
　就業構造基本調査が、10月1日現在で実施されます。
　この調査は、国民の就業・不就業の実態を明らかにす
ることを目的に、国が行う調査の中でも特に重要な“基
幹統計調査”です。
　調査対象は、統計理論に基づき無作為に選ばれ、道内
では約1万5千世帯（15歳以上の世帯員約3万人）を対
象に行われます。調査をお願いする世帯には、9月下旬
に調査員が伺い、調査書類を配布します。より便利に回
答いただくため、パソコンやタブレット端末、スマート
フォンから簡単にインターネット回答することが可能で
すので、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答・ご協力
をお願いします。

　調査票の回答内容は『統計法』によって厳重に保護
されており、インターネット回答の通信も全て暗号化さ
れ、不正アクセスなどの監視も24時間行っています。
　また、調査関係者が調査で知り得た内容を他に漏らし
たり、統計を作成・分析する目的以外に使用することは
絶対にありません。

―――　総務省・北海道・標津町　―――
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　標津川に回帰したサケたちのようすを間近に観察できる
「魚道水槽」が、開通しました。10月末までの2カ月間、
ダイナミックな遡上のようすをご覧ください（標津川「観
覧橋」からも、遡上したサケを見ることができます）。
　この時期の当館は、１
年で最もサケの成長を
観察できるタイミングで
す。今年も、下記のとお
りご家族で楽しめるイベ
ントを開催しますので、
皆さまのお越しをお待ち
しています。
　また、当館では、blog
やFacebookで遡上状況
や日々の出来事を紹介し
ています。ぜひご覧くだ
さい。

サーモンパーク秋まつり
9月16日㈯～24日㈰

【イベント内容】
　・もちまき（雨天中止）※初日のみ10時30分～
　・サケの捕獲用水車
　・巨大チョウザメ ｢腕ガブ｣ SHOW
　・サケの受精卵展示　など
標津サーモン科学館blog
　http://shibetsusalmon.blogspot.jp/
問合先　標津サーモン科学館　☎82-1141

魚道水槽開通！サーモンパーク秋まつり開催！！

新規採用職員紹介

まもなくキャンペーン終了
毎⽉抽選で50名様にプレゼント!
熊本県産ブランド⽜⾁(10,000円相当)

このチャンスに⾃動⾞保険は当店へ共栄⽕災は熊本県の復興を応援します

 
  

 

 

 

 
 保険で何かお困りのことはありませんか？  

わかりやすさと安心を追求！
ひとりで悩まず、ぜひご相談ください。

【聞いてみたいけど．．．】  なんでもお尋ねください

 

たしかな安心　お届けします!

四島（しま）の未来
心かよわせ　返還へ

北方領土に
関する標語・

キャッチコピー
平成28年度
最優秀賞

　町民の方が5人以上集まる機会であれば、
町長が出向き、町政についての説明や質問に
お答えする「まちづくり出前講座」を開設し
ています。
　詳しい内容やお申し込みは総務課へお問い
合わせください。（事前の申し込みが必要で
す）

町長がいつでもどこでも伺います! 
「まちづくり出前講座」をご利用ください!

～よろしくお願いします～

ウィンズロウ　テイラー
教育委員会管理課

（外国語指導助手）

（7月31日付）
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保健・福祉相　談

　自殺対策基本法において、
毎年９月10日～16日を自殺
予防週間としています。　　　　
困った時や悩みを抱えた時
は、相談機関を利用するなど、
誰かに助けを求めることが適
切な方法です。
　また、自殺のサインを感じ
た時、あなたにも出来る行動
があります。

気付き
　 家族や仲間の変化に気付

いて、声をかける
傾　聴
　 本人の気持ちを尊重し、

耳を傾ける
つなぎ
　 早めに専門家に相談する

よう促す
見守り
　 温かく寄り添いながら、

じっくりと見守る

　悩みを抱えた人に支援の手
を届けられるよう、一人ひと
りが出来ることから始めてみ
ましょう。
＜相談窓口＞
■保健福祉センター健康推進担当
　☎82-1515
　8時30分～17時15分
　(土日祝日除く)
■中標津保健所健康推進課
　☎0153-72-2168
　8時45分～17時30分
　(土日祝日除く)
■こころの電話相談
　(北海道立精神保健福祉センター )
　☎0570-064-556
　平　　日　9時～21時
　土日祝日　10時～16時
■北海道いのちの電話
　☎011-231-4343
　※24時間体制
■自殺予防いのちの電話
　70120-783-556
　毎月10日、午前8時～翌朝　
　午前8時
■24時間子供SOSダイヤル
　70120-0-78310
―保健福祉センター健康推進担当―

　法務省と全国人権擁護委員
連合会では、高齢者や障害者
をめぐるさまざまな人権問題
の解決を図るため、下記期間
に電話による相談時間を延長
して対応します。
みんなの人権110番
　☎0570-003-110
期間・相談時間
　９月4日㈪～8日㈮
　　8時30分～19時
　９月９日㈯～10日㈰
　　10時～17時
問合先
　釧路地方法務局人権擁護課
　☎0154-31-5014

　日本公証人連合会では、公
証制度を広く普及させるた
め、下記期間に電話相談を実
施します。
日　　時
　10月１日㈰～７日㈯
　９時30分～12時
　13時～16時30分
内　　容
　 遺言、任意後見契約などの

公証事務全般
電話番号
　☎03-3502-8239

　（公財）人権教育啓発推進セ
ンターでは、アイヌの方々の
悩みをお受けするフリーダイ
ヤルを開設しています。ご希
望によりアイヌの相談員が応
じますので、何でもご相談く
ださい。
受　　付
　月曜日～金曜日
　(祝日、12月29日～1月3日を除く)
時　　間
　9時～17時
電話番号
　相談専用フリーダイヤル
　70120-771-208
そ の 他
　●相談無料　
　●匿名可
　●秘密厳守

　中標津保健所では、毎月こ
ころの問題でお悩みの方を対
象とした、精神科医師による
テレビ電話での遠隔相談を開
設しています。相談は完全予
約制となります。
日　時
　９月27日㈬
　13時30分～16時30分
場　所
　中標津保健所
予約先　
　中標津保健所健康推進課
　☎0153-72-2168
※ 保健師による相談は、随時

受け付けています。

　９月28日㈭
　　会場：ひまわり　
12～13ヵ月

２歳 ９時～10時

4ヵ月
6～7ヵ月

9～10ヵ月

13時30分
～14時30分

問合先
　保健福祉センターひまわり
　☎82-1515

　借金・家庭・職場の問題な
ど、生活上のさまざまな悩み
事について、弁護士・司法書
士による無料の法律相談をご
利用いただけます。
日　　時
　９月12日㈫13時～16時
場　　所
　釧路市役所防災庁舎
相談時間
　１件30分程度
予約期間
　９月8日㈮まで
　10時～16時※平日のみ
申込方法
　先着25人、事前電話予約制
問 合 先
　法テラス釧路
　☎050-3383-5567

９月１０日～１６日は
自殺予防週間です

全国一斉「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」強化週間

第27回「公証週間」
電話相談

アイヌの方々からのご相談を
お受けします

９月の精神保健福祉
遠隔相談日程

乳幼児健康相談日程

法テラス釧路無料法律相談会
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　夕暮れ時と夜間の歩行者・
自転車乗用者の事故防止を図
るため、次の日程で実施され
ます。
期　　間
　９月21日㈭～30日㈯
街頭啓発
　初日のみ13時40分～
　※30分程度
　茶志骨パーキング
重　　点
　・ 子どもと高齢者の交通事

故防止
　・自転車の安全利用の推進
　・シートベルト全席着用
　・飲酒運転の根絶
問 合 先
　住民生活課交通住民担当
　（内線124）

秋の全国交通安全運動が
始まります

町営望ケ丘ハイム入居者募集

知っていますか？消火器のこと

1日㈮　
　イルカ水泳教室
　〔18時50分～　町営プール〕
2日㈯　
　プールサイドまつり
　〔18時30分～　町営プール〕
6日㈬、13日㈬、20日㈬、27日㈬
　ウォーキング広場

　〔18時30分～　町内〕
9日㈯　
　全道少年野球大会秋季支部大会

　〔９時～　町営球場〕
11日㈪
　スポーツ体験教室

　〔16時～　総合体育館〕
12日㈫ 
　体組成計からだチェックデー
　〔10時～、18時～　総合体育館〕
17日㈰
　第45回記念オホーツクマラソン大会

　〔９時～　町内〕
24日㈰
　少林寺拳法全道技術講習会

　〔９時～　鳩ヶ丘体育館〕
30日㈯
　ふれあいスポーツデー前夜祭

　〔18時～　総合体育館〕
<以上、主な大会、教室など>

スポーツ

交　通

９月のスポーツ　町では、町営望ケ丘ハイムの入居者を募集しています。平
日は随時見学が可能です。申し込み方法など詳しくは、下記
問合先へご連絡ください。
募集住宅　１戸

住　所 部屋番号 間取り 面積
南5条西4丁目２番5号 103号室 ３ＬＤＫ 61.79㎡

入居要件
　①夫婦で２人以上の世帯であること
　②入居世帯員の合計所得が基準以上であること
　③町税などの滞納がないこと
　④暴力団関係者でないこと
所得基準

世帯人数 夫婦 ３人家族 4人家族 5人家族

合計所得 2,276,000円
以上

2,656,000円
以上

3,036,000円
以上

3,416,000円
以上

家　　賃
　一般世帯　50,000円
　減額世帯　35,000円（※）
　※減額世帯対象者
　　①子育て世帯（中学生以下の子どもがいる世帯）
　　②若年夫婦世帯（世帯主が35歳以下の夫婦世帯）
　　③移住世帯
申込期限　９月14日㈭
申込・問合先　建設水道課　建築・住宅担当（内線226）

　消火器は誰にでも簡単に使えて、万一火が出てしまったと
きは初期消火に大変有効ですが、使用方法・ 取り扱い方法を
間違えると危険を伴う場合もあります。道内でも古い消火器
を使用し、消火器が破裂した死亡事故も発生しています。
　下記を確認し、安全に消火器を使用しましょう。
《注意事項》
・ 住宅用消火器には、寿命があります。試用期間または使用

期限の表示を確認し、期限の過ぎたものは交換しましょう。
・ 設置場所は高温多湿を避け、直射日光が当たらない場所に

置きましょう。
・ 屋外に設置する場合は、専用のボックスに収納しましょう。
・ 消火器本体にさびや変形がある場合は、破裂の恐れがある

ので絶対に使用しない。
・ 消火器は一般ごみでは捨てられません。専門業者に依頼し

て処分しましょう（リサイクルシールがない場合は有料）。
・処分する消火器は、絶対に分解や放射しない。
・ 悪質な訪問販売には注意しましょう。消防職員が消火器や

火災警報器を販売、あっせんすることはありません。
　一般家庭に消火器を置かなければならない法的な義務はあ
りませんが、設置すると初期消火に大変有効ですので、設置
をお勧めします。
　不明な点や相談がありましたら、下記問合先へお気軽にご
連絡ください。
問合先　標津消防署　予防係　☎82-2319



まち 声

■ 健康で働き楽しい家庭を
つくりましょう。

■ 自然を愛し美しい郷土を
つくりましょう。

■ たがいに助け合い暖かい
社会をつくりましょう。

■ 心を豊かにし文化を高め
ましょう。

■ 子どもの夢を育て平和な
町をつくりましょう。

（昭和46年11月３日制定）

人のうごき

町内の交通事故

標津町民憲章

編
集
の

ま
ど

編
集
の

ま
ど

海・山
・川・大平原がおりなす　感動の大地・標津町

しべ つ
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今
回
、「
ま
ち
の
声
」を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま

す
、田
中
禎
と
申
し
ま
す
。私
は
出
生
か

ら
中
学
三
年
生
ま
で
標
津
町
川
北
で
育
ち
、高

校
、大
学
と
学
生
生
活
を
釧
路
市
と
東
京
都
で

過
ご
し
、隣
町
の
中
標
津
町
に
て
就
職
し
ま
し

た
。地
元
を
離
れ
て
い
た
期
間
が
長
か
っ
た
為
、

兄
弟
三
人
居
ま
す
が
、私
の
存
在
を
知
ら
ず
実

家
は
二
人
兄
弟
の
家
庭
と
思
っ
て
い
る
方
も
数

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
最
近
知
り
ま
し
た
。

▽
編
集
の
ま
ど
を
作
成
し
て

い
る
今
日
、北
方
四
島
交
流

訪
問
事
業
の
一
環
と
し
て
、

標
津
中
学
校
か
ら
教
員
１

人
、生
徒
２
人
が
色
丹
島
へ

訪
問
に
行
き
ま
し
た
。こ
の

事
業
は「
北
方
領
土
問
題
解

決
を
含
む
、両
国
間
の
平
和

条
約
締
結
問
題
が
解
決
さ

れ
る
ま
で
の
間
、相
互
理
解

の
増
進
を
図
り
、問
題
解
決

に
寄
与
す
る
こ
と
」を
目
的

に
平
成
３
年
か
ら
開
始
。訪

問
者
に
は
、住
民
交
流
会
な

ど
積
極
的
な
交
流
や
意
見

交
換
を
行
い
、相
互
理
解
の

増
進
を
図
る
一
方
で
、領
土

問
題
に
関
す
る
日
本
の
立

場
を
四
島
住
民
に
理
解
し

て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。四
島
訪
問
な

ど
に
興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
Ｏ
）

　優良運転者で、更新手
続きを終了した方のみ受
講できます。
●日　時　10月３日㈫
　　　　　13時30分～
●場　所　川北生涯学習
　　　　　センター
●問合先　住民生活課

　
一
昨
年
、娘
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
機
に
標
津

町
が
、子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
お
り
、住

居
取
得
に
関
し
て
も
手
厚
く
、育
児
休
業
取
得

後
も
私
も
働
く
予
定
だ
っ
た
為
、自
分
の
実
家

の
近
く
に
住
も
う
と
決
め
、昨
年
九
月
に
転
居

致
し
ま
し
た
。私
自
身
よ
り
も
主
人
が
こ
の
町

の
支
援
制
度
を
気
に
入
っ
て
転
居
す
る
事
と

な
っ
た
感
じ
で
す
が
。実
際
、通
勤
に
少
々
以

前
よ
り
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、思
っ
て
い
た

よ
り
は
特
別
不
自
由
は
な
く
、周
り
は
自
然
が

い
っ
ぱ
い
で
住
み
や
す
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。夏
は
虫
が
多
く
て
嫌
で
す
が
。ま
さ
か
自

分
が
地
元
に
定
住
す
る
と
は
思
っ
て
も
な
く
、

娘
が
自
分
の
通
っ
て
い
た
保
育
園
（
こ
ど
も

園
）に
通
う
な
ん
て
事
は
少
し
も
想
像
で
き
て

い
な
か
っ
た
の
で
、人
生
ど
こ
で
ど
う
な
る
か

は
、ど
こ
ま
で
も
未
知
な
世
界
だ
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。幼
小
中
と
川
北
で
過
ご
し
た
友
人
達
と

は
今
で
も
皆
仲
良
し
で
、定
期
的
に
集
ま
り
大

人
に
な
っ
て
か
ら
は
お
酒
も
交
え
て
遊
ん
で
い

ま
す
。今
は
子
供
も
生
ま
れ
な
か
な
か
会
う
機

会
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
は
子
供
同
士
も

一
緒
に
交
え
て
遊
べ
る
楽
し
み
も
出
来
、皆
健

康
で
笑
っ
て
過
ご
せ
て
い
る
事
の
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
ま
す
。娘
に
も
大
人
に
な
っ
て
も
変
わ

ら
ず
大
切
に
で
き
る
友
達
を
こ
こ
川
北
で
作
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
い
つ
も
温
か
く
接
し
て
下
さ
る
地

域
の
皆
様
、親
兄
弟
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

☀
　
☀
　
☀

　

次
の「
ま
ち
の
声
」は
佐
々
木　

祐
子
さ
ん

（
弥
栄
町
）で
す
。

■平成29年8月１日現在 （前月比）　【前年同月比】

■平成29年７月１日～７月31日
（本年の累計）

人口前月比の内訳

人　口 5,316人（　  3人）【－ 1人】
　男 2,623人（　  3人）【   4人】
　女 2,693人（　  0人）【－ 5人】
世帯数 2,352世帯（　  2世帯）【　22世帯】

人身事故 0件（  1件）
負 傷 者 0件（  2件）
死 亡 者 0件（  0件）
物損事故 10件（ 58件）

増 減 比較
転　入 14人 転　出 9人 5人
出　生 4人 死　亡 6人 −2人
その他 0人 その他 0人 0人
計 18人 計 15人 3人

372

川北に住んで

田
た

 中
なか

 　禎
さち

 さん（共栄旭町）
石田病院

10月の運転免許
更新時講習会


